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１．はじめに

工業所有権情報・研修館(INPIT)は特許情報等を収

録したデータベース J-PlatPat をインターネットで無

料提供しており，その中の特許・実用新案検索システ

ムは特許調査の中核ツールでユーザーはこれを重宝し

ている。

INPIT は 2018 年 3 月に特許・実用新案検索システ

ムをバージョンアップした。本書ではこれを新

J-PlatPat，前 の も の を 旧 J-PlatPat と い う。新

J-PlatPat では①検索結果一覧の表示上限が 1000 件か

ら 3000 件になり，②検索結果一覧の特許分類が筆頭

IPC から FI になり，かつ 3 つまで表示されるように

なった。更に，③近傍検索が導入された。

この新 J-PlatPat について「①日本特許庁が実務で

使用している特許分類 FI（File Index）は特許調査に

必須だが，分類数が約 19 万もあるため調査すべき FI

の特定が難しい。筆者が約 35 年前から使用している

特許分類の特定法はソフトの進化により利用価値が高

まっており，これを新 J-PlatPat に適用すると高精度

で FI を特定できること。②上記で特定した FI を用

いて新 J-PlatPat で特許調査をすると調査精度が飛躍

的に向上すること。③検索結果が 3000 件を超えた場

合の処理法。④Excel VBA（注 2）を活用したパテン

トマップの作成例」の 4つを紹介する。

２．検証に使用する調査テーマ

依頼者： 私は図 1のアンカーピンを発明した。そ

の概要は下記の通りです。この発明の新規性・進歩性

の有無を調べて下さい。

『岩盤にドリルで穴を開け，その穴に，アンカーピン

を固定するための樹脂，モルタル等を注入（グラウト

Grout）したのち，途中から尖端部に向かって直径が

大きくなっているアンカーピンを挿入し，アンカーピ

ンの外周と岩盤に開けた穴の間にグラウト Grout を

介在させてアンカーピンを固定するアンカーピンで

す。

このアンカーピンは，例えば，岩盤に落石防止の

ネット（網）を張るとき，そのネットを岩盤に固定す

るアンカーピンとして使用できる。樹脂，モルタル等

の注入はアンカーピンの挿入後に行ってもよい。』

調査担当者： 関連の特許文献を持っていますか？

依頼者： 持っていない。

企業の調査担当者はこのような状態で特許調査をし

なければならない場合が多い。上記は特開 2012-

224998 の請求項 1 の発明の要旨ですが，ここでは調査

担当者は同公報，関連する公報および対応する IPC・

FI・Fタームを知らないと仮定して特許調査をする。

特許異議申立，無効審判請求ではピンポイントの文

献が見つかればよいが，本件の調査又は非侵害調査で

は検索漏れが少ない網羅的な検索が必要です。
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図 1 調査対象のアンカーピン

1 アンカーピン 3ワイヤロープ 11埋設孔 12取付部

14 中間部 16,16a係止面 19抜け防止ボルト 20 グラウト

３．PMGSによる特許分類 FI の特定

新 J-PlatPat の PMGS（パテントマップガイダン

ス）で FI を検索できるが，複雑な検索式は使用でき

ない。表 1 のキーワード検索すると 60 もの FI が表

示され，どれを使用すべきか判断が難しい。

表 1 PMGSでのキーワード検索

照会画面 ： ◎ FI

キーワード ： アンカー 検索

４．予備検索

（１） 検索式

筆者は予備検索で，調査テーマに即した複雑な用語

検索をし，ヒットした公報に記載の FI の出現頻度を

求め，出現頻度が上位の FI が調査テーマに照らして

妥当であるかを PMGSで確認し，本検索に使用する

FI を特定している。新 J-PlatPat の特許・実用新案検

索で表 2の条件で予備検索をする。

表 2 予備検索の検索式

登録日ありで絞り込み：◎いいえ

種別：国内：v 特許(特開・特表(A)，再公表(A1)，特公・特

許(B))

外国：◎外国文献を検索対象にしない

非特許：選択しない

テキスト検索対象：◎和文

公知日(和暦または西暦)：

20010415〜20110415 （10 年間）

検索キーワード：

検索項目 検索キーワード 検索方式

請求の範
囲

含む アンカー 基礎ボルト OR

AND

全文 含む アンカー，99N，(岩 コンク
リート) 基礎ボルト，99N，

(岩 コンクリート)

OR

AND

全文 含む アンカー，99N，(グラウト
セメント モルタル ガラス
樹脂 注入) 基礎ボルト，
99N，(グラウト セメント
モルタル ガラス 樹脂 注
入)

OR

AND

全文 含む アンカー，99N，(拡大 拡張
テーパー 傾斜 大きく 大
きい 凹凸 突起) 基礎ボ
ルト，99N，(拡大 拡張 テ
ーパー 傾斜 大きく 大き
い 凹凸 突起)

OR

キーワードで検索

ヒット件数 1282 件 一覧表示

・ヒット件数を 3000 件以下にするため 20010415〜

20110415 の 10 年間で検索する。

・アンカーは必須につき「請求の範囲」で検索する。

アンカーで，アンカーピン，アンカーロッド，アン

カーボルトもヒットする。基礎ボルトでも検索す

る。

・本発明のアンカーピンを打ち込む対象物は岩盤又は

岩塊であるが，対象物は多様なため「岩 コンクリー

ト」で検索する。岩で，岩盤，岩石もヒットする。

これらは物の発明では請求の範囲に記載されない場

合があるので，全文検索する。

・詰め物は「グラウト セメント モルタル ガラス 樹脂

注入」等，表現が多様です。これらは物の発明では

請求の範囲に記載されない場合があるので，全文検

索する。

・アンカーピンは，全文 含む「拡大 拡張 テーパー 傾

斜 大きく 大きい 凹凸 突起」で検索し，細部の特徴

では検索しない。

・近傍検索

全文を対象とした近傍検索をするとノイズの少ない

検索ができる。

A, B, C, Dをアンカー，グラウト等の用語とすると

き，近傍検索は，

「A, 99N, B」では，Aと B の間にある文字数が 99文

字以下のものがヒットする。語順はA→ B でも B→

Aでもよい。

「A, 99C, B」では，語順がA→ Bで，Aと Bの間に

ある文字数が 99文字以下のものがヒットする。語順

がB→ Aはヒットしない。
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筆者が行った近傍検索の検証で，『全文 含む「A,

99N, (B C D)」』及び『全文 含む「A, 99N, (B C D) E,

99N, (B C D)」』のような( )内に複数の用語を記載

した近傍検索および近傍検索の OR検索ができること

がわかり，『全文 含む「(A E), 99N, (B C D)」』は検

索エラーにならないが近傍検索ができていないことが

わかった。新 J-PlatPat のマニュアル文献1)には近傍検

索について上記の説明がないので，上記は筆者の判断

です。

検索でヒットした 1282 件を表 3に示す（表は抜粋。

以下，同じ）。

表 3 予備検索でヒットした 1282 件

（２） 予備検索の検索をExcel に入力

Excel を起動し，Sheet「一覧表 1」にヒットした

1282 件を入力する。

検索結果一覧の同 Sheetへの手動入力は「①検索結

果一覧画面から必要部分を選択コピーしたのち，

Sheet「一覧表 1」のセルA1に貼付，②検索結果一覧

をパソコンにダウンロードしたファイルから貼付，③

検索結果一覧のソースコードから貼付」によってでき

る。①は件数およびパソコン環境によってはできない

場合がある。

1282 件を Sheet「一覧表 1」のセルA1に「値のみ」

貼り付けると表 4になる。表 4ではハイパーリンクと

セルの結合は解除されている。

表 4 Sheet「一覧表 1」

（３） Sheet「一覧表 1」を残しておくため，これを

作業用の Sheet「作業 pivot」に「値のみ」コ

ピーして作業をする。

１）Sheet「作業 pivot」の FI以外の列を削除し，FI

のみ残す。

２）同 Sheet の 2行目（公知日の行），3行目（登録

日の行）を削除する。

３）検索結果一覧は FI が 4 つ以上付与されている

ときは，4つ目以降のFI は表示せず「他」と表示

する。「他」は不要なため，同 Sheet を選択＞

データ＞並べ替え＞「最優先されるキー：FI 値

昇順」で並び替えて「他」がある行を削除する。

（４） FI 短縮の作成

展開記号，分冊識別記号を含む FI は非常に細かい

分類で，フル表示の FI 検索では検索漏れが多発する

ため，FI を短縮した FI短縮（＝ FI のサブグループ）

を作成し，FI短縮の出現頻度を求める。

FI には表 5のような表記が混在する。後述の FI 特

定の作業性を考慮して，FI の/が 8桁目にくるように

Excel VBAでプログラムして FI短縮を作成した（表

6）。FI をメイングループまで短縮した FImainGroup

も作成した。

参考：簡易処理として，セル B2 に例えば =LEFT

(A2,FIND("/",A2)+ 2) と入力し，それをクリッ

ク（以下，CL と略記する。）して最終行までド

ラッグすることで代替してもよい。その場合は/

の位置が不揃いになり，

B60T8/1761 → B60T8/17 (61 がカット）

E04B1/348@W → E04B1/34（8@Wがカット）

E01D101:24 → #VALUE!（:があると #VALUE!

に）

のようになる。ただし，本件の場合このようになる

ものは少ない。

表 5 FI の形式

B28B7/42

E02D15/00

E04B1/04@D

E21D9/06,331

E04B1/80,100@P

E04B1/348@W

B60T8/1761

B29L9:00

B29K105:12

(/の前が 1桁）

(/の前が 2桁，3桁のものもある）

(分冊識別記号）

(展開記号）

(展開記号＋分冊識別記号）

(/の後が 3桁)

(/の後が 4桁)

(インデキシングコード)

(：の前が 3桁，特開 2008-14300)
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表 6 FI 短縮と FImainGroup を作成

（５） ピボットテーブル

ピボットテーブルは EXCELの機能の一つでデータ

を集計分析する表集計機能です。本書ではピボット

テーブルで各 FI短縮等の出現頻度を算出する。

Sheet「作業 pivot」＞挿入＞ピボットテーブル＞「ピ

ボットテーブルの作成」枠（表 7）ができる。

表 7 ピボットテーブル作成準備画面

テーブル/範囲： の枠をCL ＞（枠内に文字

が入力されているときは文字を削除してから）B列，

C列を選択すると枠内が「作業 pivot!B:$C」になる。

既存のワークシート： の枠を CL ＞（枠内に

文字が入力されているときは文字を削除してから）セ

ル D1 を CLすると枠内が「作業 pivot!D:$1」になる。

OK を CL すると，右に「ピボットテーブルの

フィールド」枠ができる（表 8）。上枠の FI短縮を下

部左枠にドロップすると行に FI短縮が入力され，上

枠の FI 短縮を下部右枠にドロップするとΣ値に FI

短縮が入力され，Sheet に FI短縮の頻度表（ピボット

テーブル）ができる。

表 8 FI 短縮の頻度表

（６） FI 短縮の頻度表をソート

表 8の行ラベルの▼からもソートできるが第 2 ソー

トができないので，D列，E列を選択コピーし，追加

した Sheet「作業頻度」のセルA1に「値のみ」貼り付

け＞ Sheet 全体を選択＞データ＞並び替え（第 1：

データの個数/FI 短縮（降順），第 2：行ラベル（昇

順））すると表 9（備考等を追加）になる。

（7）本検索に使用するFI の特定

出現頻度上位 25 を調査すべき FI 候補群として，

PMGSの定義表でこれらを調べ，表 9 の FI評価欄に

本検索目的からみて○（妥当），×（ノイズ）を記入し

た。表 9 は全ての FI の/が 8桁目に来るようにして

いるため

① PMGSでFI の定義表を調べる作業がし易い。

② 表 9 のように特定した FI の行を着色した状態で，

行データ（FI名称）順に昇順ソートすると，着色した

FI の前後に類似技術が配列されていることがあるた

め FI の見落としを軽減でき FI 特定の精度が高くな

る。本書では名称順ソートは省略する。
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表 9 予備検索ヒットした FI 頻度上位 25

表 9の備考を説明する。本願の審査，審判で拒絶理

由に引用された公報を表 10 に，各公報記載のFI 等を

表 11 に示す。

例えば，表 9の最下段の「25 F16B35/04 ・・・審

判引用⑤」は F16B35/04 が審判で引用された公報⑤

に記載されていたことを意味する。

審判拒絶理由引用公報引用された公報 拒絶査定引用公報

⑥ 特開 2010-285826 ◎審査引用文献 2 ◎審決引用刊行物 1

⑤ 特開 2007-063882 ◎審決引用刊行物 2

④ 特開 2005-048469 ○審査引用文献 4

表 10 拒絶理由が引用した刊行物

○

③ 特開平 7-216880 ○審査引用文献 3

② 特開平 6-257145 ◎審査引用文献 5 ○

① 特開昭 64-010821 ◎審査引用文献 1

表 11 引用公報記載の特許分類

審査の拒絶理由で引用した公報のうち①〜③は，予

備検索期間 20010415〜20110415 外の公報ですが，こ

れらの公報記載の IPC「E02D5/80」は表 9の 2番目に

ある。

拒絶理由で引用された公報に記載の FI が上位に

入っており，上述の FI の特定法の精度が極めて高い

ことが分かる。

表 9で出現頻度が高く，FI評価が○の

E02D17/20 E02D5/80 E04B1/41 E02D27/00

E04G23/02 E01F7/04 E21D20/00 F16B35/04

8 つの FI を本検索に使用する。

５．本検索

（１） 本検索 1

予備検索で 1282 件がヒットした。予備検索式（表

2）のアンカーピンの構造「全文 含む アンカー ,

99N, (拡大 拡張 ・・・ 突起) ・・・ )」を削除し，

代わりに「FI 含む E02D17/20 ・・・ F16B35/04」

を追加した表 12 で検索すると拒絶理由で引用された

公報を含む 1047 件がヒットした。1047 件には表 16

（後述）で示すように，引用された公報ではないが進歩

性判断に使用できる公報が含まれている。検索期間

10 年間に公開特許等が 380 万件ある。アンカーピン

の詳細構造を指定していない表 12 の式で 380 万件か

ら 1047件まで絞り込みができたことは注目に値する。
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表 12 本検索 1の検索条件

（これより上は表 2と同じ）

検索キーワード：

検索項目 検索キーワード 検索方式

FI 含む E02D17/20 E02D5/80
E04B1/41 E02D27/00
E04G23/02 E01F7/04
E21D20/00 F16B35/04

OR

AND

請求の範
囲

含む 表 2と同じ OR

AND

全文 含む 表 2 の 1 番目の全文の KW
と同じ

OR

AND

全文 含む 表 2 の 2 番目の全文の KW
と同じ

OR

キーワードで検索

ヒット件数 1047件 一覧表示

アンカーピンの詳細構造を検索式に入れると検索漏

れが多発するため，企業では重要案件の場合，1047件

なら全件を調べるが，ここではアンカーピンの構造を

検索式に入れた本検索 2，本検索 3で絞り込みをする。

網羅的な調査では検索漏れを少なくすることが必要

なので，本検索では検索漏れが多発する用語の単純

AND検索は少なくする。

筆者の調査ではアンカーピン分野の FI付与件数は

2.7 個／公報です。FI同士の AND検索は検索漏れが

多発するので行わない。

（２） 本検索 2

本検索 2では，本検索 1の式にアンカーピンの大ま

かな構造を追加して検索し，719 件がヒットした (表

13)。

表 13 本検索 2の検索条件

（これより上は表 2と同じ）

検索キーワード：

検索項目 検索キーワード 検索方式

FI 含む 表 12 と同じ OR

AND

請求の範
囲

含む 表 2と同じ OR

AND

全文 含む 表 2 の 1 番目の全文 KW と
同じ

OR

AND

全文 含む 表 2 の 2 番目の全文 KW と
同じ

OR

AND

全文 含む 表 2 の 3 番目の全文の KW
と同じ

OR

キーワードで検索

ヒット件数 719 件 一覧表示

ヒットした 719 件には本検索 1同様，重要公報が含

まれている（表 16 参照）。

この 719 件を調査対象の母集団とし，この検索式に

アンカーピンの詳細形状等を追加した検索を繰り返し

て妥当な検索式（本検索 3）に辿り着く。

（３） 本検索 3

本検索 3では本検索 2の式に「請求の範囲」にアン

カーピンの詳細形状等を 3つ追加した検索をし，55 件

がヒットした（表 14）。

55 件中に引用公報 3 件のうち 2 件とその他の重要

公報が含まれている（表 16 参照）。

表 14 本検索 3の検索条件

検索項目 検索キーワード 検索方式

本検索 2の検索条件に下記を追加する。

AND

請求の範
囲

含む 径 OR

AND

請求の範
囲

含む 拡大 拡張 テーパー 傾斜
大きく 大きい 凹凸 突起

OR

AND

請求の範
囲

含む グラウト セメント モルタ
ル ガラス 樹脂 注入

OR

キーワードで検索

ヒット件数 55 件 一覧表示

（４） 本検索 4

本発明はアンカーピンを落石防止ネットの取付けに

使用しているので，本検索 4では，その用途に着目し

て，本検索 1(1047件ヒット)の式に，請求の範囲：「落

石」，請求の範囲：「ネット 網」を追加した表 15 の式

で検索すると 12 件がヒットした。引用公報の包含状

況は表 16の通りです。審決が引用した⑥公報がヒッ

トしているが，他の重要公報を抽出できていない。

⑥公報記載の FI が予備検索で特定した FI に含ま

れているが（表 11），特定した FI だけでは件数が多
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く，用語での絞り込みが必要です。ところが⑥公報に

ある本件アンカーに関連する記述は明細書中に僅か 8

行のみです。もちろん請求項，要約，代表図には関連

する記述はない。表 15 の式では本願公報（特開

2012-224998）すらヒットしない。用途以外の用語で

の絞り込みでは⑥公報の抽出は極めて難しい。Fター

ムとの AND検索で⑥公報を抽出できるが F ターム

検索には別の難しさがある。本書では F ターム検索

は言及しない。本検索 4の検索式は審決が引用した⑥

文献 5 の公報の存在を知って作成したものです。

表 15 本検索 4の検索条件

（これより上は表 2と同じ）

検索キーワード：

検索項目 検索キーワード 検索方式

FI 含む 表 12 と同じ OR

AND

請求の範
囲

含む 表 2と同じ OR

AND

全文 含む 表 2 の 1 番目の全文 KW と
同じ

OR

AND

全文 含む 表 2 の 2 番目の全文 KW と
同じ

OR

AND

請求の範
囲

含む 落石 OR

AND

請求の範
囲

含む ネット 網 OR

キーワードで検索

ヒット件数 12 件 一覧表示

（５） 本検索結果のまとめ

1) まとめ

どの本検索 1〜4 で進歩性判断に使える公報がヒッ

トしたかを表 16にまとめた。同表の④は審査，⑤は

審判，⑥は審査 &審判の拒絶理由で引用された公報

です。

同表には公知日を 20010415〜に広げた場合，本願公

報がヒットするかも記入した。

表 16 本検索でのヒットのまとめ

本検索 3 は 380 万件から 55 件に絞り込み，その中

に進歩性の判断に使用できる重要文献を 4件含んでお

り，検索精度が極めて高い。

＜ 55 件からの更なる絞り込み＞ 本件の場合，本

検索 3 の近傍検索の 99N を 50N にすると 51 件，25N

にすると 43 件まで絞り込める（数値を更に小さくす

ると重要文献が漏れる。）。55 件中，最重要の文献 4 は

「8KW が請求の範囲」に出現する回数では 1 位，

「8KWが詳細な説明」に出現する回数では 8位，「ア

ンカーと 8KWが詳細な説明の同一段落」に出現する

回数では 7 位だった。このように 55 件から更なる絞

り込みができるが常にこのようなよい結果が得られる

とは限らない。55 件程度であれば全件調べるべきと

考える。

２）進歩性の判断

請求項 1 の発明は，新規性はあるが，

主引例：文献 4

副引例：文献 2（又は文献 1又は文献 5）

から進歩性の主張は難しい。

本書は検索手法の説明が主であるため文献 1〜文献

5 が進歩性の判断に利用できることの説明は省略す

る。なお，本願は請求項 1 の発明を減縮補正したが拒

絶査定，拒絶審決，審決支持の知財高裁判決で収束し

た。

６．ヒット件数が表示上限を超えた場合

例えばヒット件数が表示上限の 3000 件を超える

3500 件の場合は，公知日等で区切ってヒット件数が

2000 件と 1500 件になるように検索し，Excel Sheet

（表 4相当）で合算すれば 3500 件のデータになり分析

&活用ができる。
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７．Excel VBA の活用：パテントマップ

京都大学は IPS 細胞で脚光を浴びている。同大学

で IPS 細胞の出願が始まった 2006 年から 2017 年ま

での同大学の公開特許等は 2832 件です（表 17）。この

2832 件からパテントマップを作成する例を紹介する。

表 17 京都大学の公開特許公報等の検索

（これより上は表 2と同じ）

公知日(和暦または西暦)：

20060101〜20171231 （12 年間）

検索キーワード：

検索項目 検索キーワード 検索方式

出願人 /
権利者 /
著者所属

含む 国立大学法人京都大学 OR

キーワードで検索

ヒット件数 2832 件 一覧表示

2832 件の検索結果一覧を入力した表 4 相当の

Sheet を作成し，それを用いて Excel VBA で表 18 の

Sheet を作れば，同表の各項目の 1次元の頻度表また

は 2次元頻度表を簡単に作成できる。頻度表からグラ

フも容易に作成できる。

表 18 頻度表を作成できる項目

表 18の続き

作成したパテントマップを表 19，図 2，図 3，図 4に

示す。図 2，図 4のA61K，C12Nは IPS 細胞の発明が

関係する特許分類FI です。

＜共願率，単独出願率＞

検索結果一覧の出願人に「他」があるものが共願で

す。「他」の個数をカウントすると 1823 件なので共願

率は 1823/2832=64%になる。

表 18 の出願人が京都大学である 1613 件が筆頭出願

なので，京都大学が筆頭出願人である比率は

1613/2832=57%であることも分かる。

検索結果一覧だけでこれだけの解析ができ，詳細表

示，経過情報等を利用すればさらに高度な解析ができ

る。

表 19 京大：筆頭 FIsubClass の頻度表

図 2 京大：上位 3分野別公開件数

図 3 京大：公開特許等の公知件数

図 4 京大：2017 年の公知件数上位 10
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８．おわりに

筆者は 2017年に旧 J-PlatPat で今回と同じテーマ

で検索をした文献2）。旧 J-PlatPat ではどのような検

索式を作っても進歩性を否定できる母集団を作るには

1000 件以上の出力が必要，しかし検索結果一覧の表示

は 1000 件が上限，用語で絞り込んで進歩性判断に使

える複数の公報を取得するのが至難だった。しかもノ

イズが多かった。

紹介した手法を新 J-PlatPat に適用すると調査すべ

きFI を高精度で特定でき，特定したFI群を用いて新

J-PlatPat で検索すると高精度の検索ができることを

実例で説明した。

380 万件（10 年間）の母集団から 55 件に絞り込んだ

表 14 の中に拒絶理由で引用された公報 3 件のうち 2

件と，他の重要公報 2件が含まれており，感覚的には

新 J-PlatPat での調査精度は少なく見積もっても旧

J-PlatPat の 10倍以上になったと感じている。INPIT

のバージョンアップの努力に敬意を表す。

筆者が特許調査を担当した約 35 年前はデータベー

スも処理ソフトも今とは比較にならないものだった。

当時，Basic で分析ソフトを自作し，今回紹介した手

法で特許調査をし，それなりの成果を得た。今回紹介

した手法はこの古典的な手法を現在の市販ソフトで進

化させたものです。

Excel VBAを活用すれば紹介した FI の特定法等の

うち判断業務以外の部分は自動化でき調査時間を短縮

し，調査精度を向上できる。

調査をご担当の方の参考になればと思い，調査の一

例を紹介した次第です。

注 1 Excel は Microsoft Corporation の登録商標で

す。本書では表計算ソフトExcel2016を使用した

が同様な機能を有するソフトであれば使用でき

る。

表 3，表 4，表 6，表 7，表 8，表 18，表 19，図 1，

図 2，図 3は同 Excel で作成した。

注 2 ExcelVBA は Excel に付属のプログラミング言

語です（VBAは Visual Basic for Applicationsの

略称）。本書では Excel2016 付属の ExcelVBA を

使用したが同様な機能を有するソフトであれば使

用できる。
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